
新庁舎の候補地の３次評価の進め方について

１．候補地選定全体の流れ

①抽出エリアの設定

②候補地の抽出

③１次評価

④現地調査

⑤２次評価

⑥３次評価

候補地の選定

第２回検討委員会で神長地区を含めた烏山地区に整備することが望ましい
と確認したことに基づき、JR烏山駅から概ね2km圏内を候補地の抽出エリア
として設定した。

候補地の抽出エリアの中から、本庁舎やその他公共施設の整備に必要な一
団の土地として確保が可能と考えられる以下の10候補地を抽出した。
①烏山庁舎 ②烏山図書館周辺 ③中央公園 ④山あげ会館周辺

⑤金井一丁目地内 ⑥JR烏山駅周辺 ⑦すくすく保育園周辺
⑧那須烏山消防署周辺 ⑨市営神長住宅周辺
⑩県立烏山高等産業技術学校跡地周辺

用途地域の指定状況等を踏まえ、下記の項目に関する客観的な評価によっ
て、以下の６候補地が選定された。
●敷地条件
・敷地面積
・建築基準法による土地利用等の制限
●防災拠点としての安全性
・土砂災害や洪水における安全性
③中央公園 ⑤金井一丁目地内 ⑥JR烏山駅周辺

⑦すくすく保育園周辺 ⑨市営神長住宅周辺
⑩県立烏山高等産業技術学校跡地周辺

１次評価で絞り込んだ上記６候補地の現地調査を行った。

１次評価で絞り込んだ上記６候補地について、下記の５項目の視点に基づ
き、２次評価に向けた事前アンケートを行った。
●総合計画との整合（都市活動拠点エリアの形成に寄与するか）

●利便性（都市機能や他の官公署との近接状況、道路や公共交通機関によるアクセス性）

●経済性（事業費の多寡、都市計画事業の活用）

●実現性（建物や駐車場が配置しやすく利用しやすい敷地か、用地取得の見通し）

●将来性（本市における課題解決の実現、その他公共施設との連携による効率化）

その結果、重要視すべきとの回答が多かった「総合計画との整合」「利便
性」「将来性」の視点や、各委員の意見を踏まえながら総合的観点で意見
交換を行った結果、以下の３候補地が選定された。
③中央公園 ⑤金井一丁目地内 ⑥JR烏山駅周辺

なお、「経済性や実現性の視点は、今後候補地の更なる絞り込みを行う際、
どの程度の費用が必要になるのか、民有地の取得も含め本当に実現するの
かといった観点が重要になる。」との委員意見を踏まえ、候補地の更なる
絞り込みに向けて、３候補地の経済性や実現性を更に精査することとなっ
た。

２次評価で絞り込んだ上記３候補地について、概算事業費や用地取得の見
通しを踏まえ、「経済性」「実現性」についての事前アンケートを行った
上で、２次評価における「総合計画との整合」「利便性」「将来性」に関
する評価も踏まえながら総合的観点で意見交換を行い、１候補地を選定す
る。
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資料２



２．新庁舎の候補地の３次評価の進め方について

R6.5.15（水）第10回検討委員会
新庁舎の候補地の３次評価に向けた事前アンケートを各委員に依頼

３次評価に向けた事前アンケート R6.5.31（金）提出期限
事前アンケート回答用紙に回答を記入し、郵送・FAX・メール等の方法で事務局あてに提出

R6.6.28（金）第11回検討委員会
２次評価に向けた事前アンケート集計結果及び新たに行った３次評価に向けた事前アンケー
ト集計結果に加え、市民の声も踏まえながら、総合的観点から１候補地を選定する。

２次評価に向けた事前アンケート集計結果を参照

３次評価に向けた事前アンケート集計結果を参照

総合的観点で意見交換

※３次評価に向けた事前アンケートの回答に当たって

資料１「新庁舎の候補地に関するデータ等整理一覧表」、資料３「２次評価
に向けた事前アンケート集計結果（３候補地抜粋）」を踏まえ、「経済性」
「実現性」について、概算事業費の試算結果や用地取得の見通しが立っている
かといった視点から、優れていると思う候補地について○をつける（○の数は
最大２つまで）

１候補地を選定

●総合計画との整合
●利便性
●将来性
○経済性
○実現性

☆職員出前講座・タウンミーティング・女団連アンケート結果・
若手有志の会によるアンケート結果等における市民の声


